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電気通信事故検証会議（第7回）議事要旨 
 

１ 日 時：令和5年10月26日（木）15:00～16:44 

 

２ 場 所：Web会議 

 

３ 出席者（敬称略） 

＜構成員＞ 

相田座長、内田座長代理、加藤構成員、黒坂構成員、妙中構成員、 

長谷川構成員、堀越構成員、森井構成員、矢入構成員 

＜事務局＞ 

木村 電気通信事業部長 

大塚 安全・信頼性対策課長、竹渕 安全・信頼性対策課課長補佐 

 

４ 議事 

 

（１） 株式会社 ZTV から、令和 5年 5月に発生した重大な事故について説明

が行われた。本事故の概要は以下のとおり。 

 

事業者名 株式会社ZTV 発生日時 令和5年5月14日 23時13分頃 

継続時間 

インターネット 

：10日18時間47分 

電話 

：15日12時間30分 

影響利用者数 

インターネット 

：24回線（契約数ベース） 

電話 

：38回線（契約数ベース） 

影響地域 三重県鳥羽市坂手町全域 
事業者への 

問合せ件数 
82件 

障害内容 テレビ、インターネット、ＩＰ電話が利用できない状態が発生。 

重大な事故

に該当する

電気通信役

務の区分 

二 電気通信事業者が設置した衛星、海底ケーブルその他これに準ずる重要な

電気通信設備の故障により、当該電気通信設備を利用する全ての通信の疎通

が二時間以上不能となる事故。 

インターネット接続サービス 

ＩＰ電話（当該ＩＰ電話の提供のために電気通信番号規則第９条 第１号又は第

１０条第２号に規定する電気通信番号を使用するもの） 

 

発生原因 

海底光ケーブル20芯が断線したため。 

ケーブル破断点より約0.5m坂手町側にて、ケーブルが不要な漁具アンカーに絡

んでいることを確認。敷設後20年以上が経過していることから、潮流等で漁具

とケーブルが擦れて断線に至ったと推測。 
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機器構成図 

本事象に関わる海底ケーブルの敷設状況等は以下の通り 

 

<本土と坂出島の位置関係およびケーブル敷設状況> 

 
 

<株式会社ZTVの海底ケーブル敷設状況> 

 

 

 

 
<海底ケーブル敷設図> 
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<鋳鉄防護管について> 

本土から25m地点まで及び坂手島から約25m地点までは、鋳鉄防護管へ光海底

ケーブルを入線し、ケーブルを保護している。25m以降、ケーブルは露出状態で

敷設している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再発防止策 

■坂手島に関する再発防止策 

ダイバーによる事故箇所の調査により、本ケーブル敷設近辺に不要な漁具が7

ケ所点在していることが確認できた。海底ケーブルの本復旧を行うと、今回と

同様に漁具とケーブルが擦れて再度断線することが懸念されるため、海底ケー

ブルの復旧ではなく、インターネット・電話ともに無線設備による本復旧を検

討している。 

【令和6年6月末まで】 

 

 なお、仮復旧で構築した、小電力無線通信設備は本復旧後には撤去予定。 

 

■坂手島以外の離島に関する再発防止策 

既設海底ケーブルについては、今後自社にて定期調査ができるよう、水中ド

ローンの購入・調査を１年以内の実施に向けて検討している。購入後は答志

島・菅島、渡鹿野島を１年おきに調査予定。 

基本的に海底ケーブルは、鋳鉄防護管以外は埋設ではなく、露出状態で敷設

してあるため、水中ドローンにて海底ケーブルが漁具等に絡んで切断する可能

性がないかを確認し、切断の可能性があると判断した際は、別途ダイバー等で

対応する。 

【令和6年9月末まで】 
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情

報

周

知 

自社 

サイト 

<HPによる周知> 

第1報（令和5年5月15日 08:05頃掲載） 
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第2報（令和5年5月22日 13:00頃掲載） 
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第4報（令和5年5月30日 17:00頃掲載） 

（第3報の写しはなし） 
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 その他 

<ハガキ郵送による周知> 

第1報（令和5年5月19日 16:00頃発送） 
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第2報（令和5年5月23日 16:30頃発送） 
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第3報（令和5年5月29日 17:00頃発送） 
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第4報（令和5年6月5日 17:10頃発送） 
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第5報（令和5年6月5日 17:10頃発送） 
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<町内掲示板による周知> 

・第1報掲示の内容（令和5年5月19日掲示） 
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・第1報掲示の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・第2報掲示の内容（令和5年5月19日掲示） 

切断された海底ケーブルの概要や切断推定箇所を記載 
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・第3報掲示の内容（令和5年5月23日掲示） 
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・第3報掲示の様子 
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・第4報掲示の様子 

坂出島の定期船待合所にも掲載 
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・第5報掲示の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 -18-

（２） ケーブルテレビ株式会社から、令和 5 年 7 月に発生した重大な事故に

ついて説明が行われた。本事故の概要は以下のとおり。 

 

事業者名 ケーブルテレビ株式会社 発生日時 

①令和5年7月28日（金） 

 午前3時1分 

②令和5年7月28日（金） 

 午前4時5分 

継続時間 
①11分 

②4時間40分 
影響利用者数 最大 57,390 件 （総契約数） 

影響地域 
栃木県、茨城県、群馬県、 

埼玉県   

事業者への 

問合せ件数 
1,940 件 

障害内容 
インターネット接続サービス・プライマリ電話サービス・ 

ローカル 5G 無線インターネットの利用ができない状態が発生 

重大な事故

に該当する

電気通信役

務の区分 

五 一の項から四の項までに掲げる電気通信役務以外の電気通信役務 

 

インターネット接続サービス 

発生原因 

・UPSの経年劣化による故障 

機器への給電は通常2系統あり、100V機器への給電は UPS1号機（稼働18年経過

のUPS）とUPS2号機（稼働7年経過のUPS）の構成となっていたが、200V機器への

給電はUPS1号機2系統となっていた。今回、法定点検に伴い非常用電源差し込み

のためUPSへの給電を一時的に停止させた際、当該UPSが1分と持たずに出力停止

となったため、給電が止まりサービスが停止した。   

 

・基幹L3スイッチの故障  

UPSからの給電が停止し、2度電源が失われた（午前3時1分、午前4時5分）こと

により、午前4時5分の起動時に起動はしたものの正常に起動しなかった。 

 

機器構成図 

<システム構成の全体概観> 

・インターネット接続はボーダールーター、コアルーター2台構成 

・基幹L3スイッチがトラヒック全ての通り道となっており、2台冗長構成となる

（stack構成） 
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・各機器の機能・役割 

①ボーダールーター#1・#2 

インターネット接続を行う。 

コアルーターと網内ネットワークの経路を交換し合う。 

 

②コアルーター#1・#2 

網内ネットワークのルーティングを統括する。 

①及び ③に対し動的ルーティング情報を広報する 

 

③基幹L3スイッチ 

ネットワークを集約するスイッチ 

 

④〇〇県集約L3スイッチ 

県毎のユーザーを集約するためのスイッチ 

 

⑤近隣一部のサブセンターL3スイッチ 

④と同様ユーザーを集約するためのスイッチ 

 

⑥古河ケーブルテレビ 

古河ケーブルテレビ間の接続を行う（スイッチ管理は古河ケーブルテレビ） 

 

⑧UPS（1-4、2-4） 

基幹L3スイッチの電源を供給する装置 

 

<障害発生時の対応措置実施箇所と措置概要> 

・復旧に向けた措置 

A：商用電源の停止からUPS停止 

B：移動電源車切り離しからUPS停止 

C：L3スイッチに不具合発生 

D：L3スイッチを異メーカーに交換 

 

 
<UPSの設定><障害原因となったUPSの構成> 

・停電時に、一時的に各重要設備に電源を供給 
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・UPS1号機・2号機の冗長構成 

・100V機器についてはUPS1号機1系統・UPS2号機1系統の2系統接続 

・200V機器についてはUPS1号機2系統 

・UPS1号機は導入後18年経過（導入後15年経過するものはリプレースルールを

設定していたが、適切に管理されていなかった。） 

・UPS２号機は導入後７年が経過 

 
 

<障害発生時のUPSの状況> 

令和5年7月28日（金）3時1分、3年次点検（電気設備法定点検）に伴い移動電源

車差し込みのため商用電源からの給電を停止し、UPSへの給電を一時的に停止し

た際、UPS1号機は1分と持たずに出力停止となった 

 
 

<L3スイッチに不具合が発生した際の状況> 

4時20分、商用電源からの給電が再開し、基幹L3スイッチが起動したものの正常

に起動していない状態を確認 
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<障害原因となった基幹L3スイッチの概観> 

・ネットワーク全体のコアの役目を果たし、各ローカルネットワークへの出入

口として重要な役目を果たす 

・Stack構成で構築。電源は200V給電 

・トラヒックはすべて基幹L3スイッチを通り配送される 

 
 

<障害発生時のL3スイッチの状況> 

・4時5分、非常用電源の切り離し作業を開始、UPSへの給電を一時的に発生させ

た際、UPS１号機は１分と持たずに出力停止となった。その後復電後の自動起動

を確認した 

・4時 20分、基幹L3スイッチへ給電されているものの正常に起動していない状

態を確認 
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再発防止策 

＜暫定対処＞  

1. 代替基幹L3スイッチへ交換 

不具合の発生した基幹 L3 スイッチを、同一メーカーではなく異メーカーの

基幹 L3 スイッチに交換し、復旧させた。   

【令和5年7月28日実施完了】 

 

＜恒久対処＞  

2. 200V機器に給電するUPSの接続変更 

200V機器に給電するUPSの1系統を古い1号機から比較的新しい2号機へ変更し

たことで、発電機が稼働するまでの保持時間（概ね 60分給電想定の設計）を充

分に持たせることが可能となった。 

【令和5年8月9日実施完了】 

 

3. UPSのバッテリーの健全性チェック機構の導入 

定期的（年に1回以上）かつ電源メンテナンス作業前にはバッテリーの健全性

チェックを行い、バッテリー劣化のチェックを行う。 

【令和5年度中に検討】 

 

4. UPS1号機の交換対応と、発電機の二重化  

UPS1号機は稼働してから18年経過している（バッテリー交換は12年前に実

施）ため、早急なリプレイスを計画する。また、発電機についても導入後18年

経過している為、バックアップとして発電機をもう1基追加し、稼働させること

により、年次点検の際でも移動電源車（非常用電源）等の電源救済対応が不要

な構成とする。  

【UPS１号機のリプレイスは令和 5年度中（納期要確認）、 

発電機二重化は令和5年12月中に実施】 

 

5. ヘッドエンド管理規程の遵守及び見直し  

現在運用中の「ヘッドエンド管理規定」では UPS の運用は15年としている

が、重要設備であることから運用年数の見直しを行う。またバッテリー交換も

項目として追加し、運用を行う。更に、社内で改めて管理規程の周知を行い、

遵守を徹底させる。加えて、設備更新の進捗管理については月例の会議におい

て確認を行う。   

【令和5年10月実施完了】 
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6. 基幹 L3 スイッチの再構築  

今回不具合が発生した基幹L3スイッチのソフトウェア不具合には5段階のレベ

ルがあったが、弊社では、メーカーの設定している各レベルの内、 

1 Catastrophic（壊滅的）の最高レベルのみ対処する運用としていた。 

今回故障した基幹 L3 スイッチに起こった不具合は、2 Severe（深刻）レベル

に該当する可能性があり、不具合発生頻度は不明、偶発的に発生し、一度発生

すると回復不可能な状態となってしまうという不具合だった。 

ソフトウェア不具合（緊急度が一番高いレベル以外）に関しては、新たなフ

ァームウェアを導入したことによるソフトウェア不具合のリスクも考えられる

為、今後も運用ポリシーは継続するが、複数台を１台にする技術（stack構成）

を利用せず、それぞれ独立した冗長構成を構築する。具体的には異メーカーの

L3スイッチ2台を両機アクティブ構成で独立して運用する方式を採用する（8月

24日に動作確認済）。更には、基幹L3スイッチの負荷分散の為、2台構成から6

台構成とすることを検討し、万が一基幹L3スイッチに障害が発生した場合で

も、リスクを分散できる設計とする。また、今回構成するL3スイッチはすべて

100V給電で稼働させる。  

【令和5年11月実施完了】  

  

7. 基幹L3 スイッチの予備機準備の検討  

故障した基幹L3スイッチは、2台冗長構成で運用しており、片系故障の際でも

もう片系での運用が可能な構成となっていたが、今回電源断が発生した際に

は、両系で故障が発生してしまった。その為、基幹 L3スイッチについては予備

機の準備を検討する。また予備機は定期チェックを行い、動作確認を行えるよ

うにする。   

【令和5年11月実施完了】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 -24-

情

報

周

知 

自社 

サイト 

自社 HP 内の「障害情報」のページ（URL：https://www.cc9.jp/info/）に情報

掲載を実施。 

 

・緊急メンテナンス告知を実施（令和 5年 7月 28日 3時 40分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・復旧報を掲載（令和 5年 7月 28日 12時 6分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 


